
　 市 の 人 口 と 世 帯　　81,843 人 ( 前 月 比 ▲ 50 ) 男 40,585 人　 女 41,258 人　28,849 世 帯 8 月 1 日 現 在

提供：石岡市まちづくりアカデミーⅢ

● 石岡市の家計簿  －財政事情書－　　     Ｐ 2
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香
丸
町
の
山
車
人
形

﹁
聖
徳
太
子
﹂

　

今
年
の
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
の
年
番
町
は

香
丸
町
。
そ
の
山
車
人
形
は
聖
徳
太
子
で
す
。

年
番
に
向
け
て
５
年
前
か
ら
準
備
し
て
、
こ
の

ほ
ど
三
代
目
の
人
形
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

香
丸
町
＝
府
中
一
〜
二
丁
目
、
国
府
三
丁
目
周　

　
　

辺
。
そ
の
呼
称
は
、
中
世
の
府
中
六
名
家
の
ひ
と

　
　

つ
「
香
丸
氏
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

主　な　内　容
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平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
２
４
８
億
円
で

し
た
が
、
繰

※

越
明
許
費
繰
越
額
７
億
４
２
４
３
万
円
、
補

正
予
算
額
７
億
７
５
２
８
万
円
を
加
え
て
、
予
算
総
額
は

２
６
３
億
１
７
７
１
万
円
と
な
り
、
当
初
予
算
と
比
較
し
て

６
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

石
岡
市
の

家
計
簿

　

財
政
事
情
書
は
市
の
家
計
簿
で
、
年
２
回

市
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
19
年
度
決
算
の
見
込
み
と
、

平
成
20
年
度
の
６
月
30
日
現
在
ま
で
の
財
政

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

決
算
額
は
、
収
入
合
計
が
２
５
２
億
１
８
４
７
万
円
、
支
出
合

計
が
２
４
３
億
４
９
６
３
万
円
で
し
た
。
平
成
18
年
度
決
算
と
比

べ
る
と
、
収
入
は
３
・
０
％
の
減
、
支
出
は
３
・
３
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
８
億
６
８
８
４
万
円
は
、

平
成
20
年
度
へ
繰
越
し
と
な
り
ま
す
。

会計名 予算総額 収入済額 予算に
対する割合 支出済額 予算に

対する割合
収入支出差引額

（翌年度に繰越）
授産所 2,902 2,502 86.2% 2,412 83.1% 90
国民健康保険 90 億 4,746 89 億 7,627 99.2% 88 億 6,226 98.0% 1 億 1,401
簡易水道事業 2,157 2,126 98.6% 1,988 92.2% 138
下水道事業 42 億 7,087 39 億 3,269 92.1% 38 億 9,059 91.1% 4,210
駐車場 1,606 2,141 133.3% 1,480 92.2% 661
老人保健 64 億 7,785 63 億 3,989 97.9% 63 億 2,117 97.6% 1,872
石岡駅東土地区画整理事業 5,853 5,843 99.8% 5,843 99.8% 0
農業集落排水事業 10 億 8,916 9 億 8,088 90.1% 9 億 6,326 88.4% 1,762
公共用地先行取得事業 2 億    267 2 億    266 100.0% 2 億    266 100.0% 0
霊園事業 3,699 3,673 99.3% 3,572 96.6% 101
介護保険 45 億 2,835 43 億 4,432 95.9% 43 億 1,268 95.2% 3,164

水道事業 予算総額 決算見込額 予算に対する割合

収益的収入および支出
収入 5 億 9,893 6 億    991 101.8%
支出 6 億    406 5 億 8,907 97.5%

資本的収入および支出
収入 3 億 2,650 3 億 2,460 99.4%
支出 6 億 7,636 6 億 5,687 97.1%

平
成
19
年
度 

一
般
会
計
決
算 

の
見
込
み

平
成
19
年
度 

特
別
会
計
決
算 

の
見
込
み

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
よ
う

に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
運
営
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
か
か
る
お
金
の
流
れ
を

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別

に
設
け
ら
れ
た
会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。

（単位：万円）

平
成
20
年
８
月
１
日
告
示 

第
２
７
９
号 

財
政
事
情
書

■ 

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

財
政
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

収入

市税
106億605万円

地方交付税
53億974万円

国庫支出金
22億241万円

市債
16億1,460万円

県支出金
13億6,838万円

繰越金
8億3,268万円

諸収入
7億6,500万円

地方消費税交付金
7億1,893万円

その他
18億68万円

252 億 1,847 万円
42.1%

21.1%

8.7%

6.4%

5.4%

3.3%
3.0%

2.9%
7.1%

243 億 4,963 万円

民生費
70億9,931万円

総務費
29億8,171万円

公債費
29億595万円

土木費
28億8,473万円

教育費
25億6,448万円

衛生費
20億2,675万円

消防費
15億9,641万円

農林水産業費
13億7,038万円

その他
9億1,991万円

支出

29.2%

12.2%

11.9%
11.8%

10.5%

8.3%

6.6%

5.6%

3.8%

　
　

※
18
年
度
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込
み
が
あ
る
事
業
に
つ
い
て
、

　
　
　

議
会
の
議
決
を
得
て
、
翌
年
度
に
限
り
使
用
で
き
る
予
算
。

広報いしおか　№７０　２



会計名 予算総額 4 月～ 6 月の
収入済額

予算に
対する割合

4 月～ 6 月の
支出済額

予算に
対する割合

4 月～ 6 月の
支出負担行為額

予算に
対する割合

一般会計 277 億 9,509 82 億 7,879 29.8% 39 億 7,750 14.3% 70 億 2,053 25.3%
授産所 2,756 550 20.0% 555 20.1% 826 30.0%
国民健康保険 89 億 4,001 12 億 8,284 14.3% 14 億 8,021 16.6% 30 億 5,406 34.2%
簡易水道事業 2,389 416 17.4% 461 19.3% 731 30.6%
下水道事業 37 億 6,253 1 億 1,606 3.1% 1,510 2.8% 4 億 3,801 11.6%
駐車場 1,657 1,122 67.7% 76 4.6% 257 15.5%
老人保健 7 億    288 5 億 2,325 74.4% 5 億 3,034 75.5% 5 億 3,140 75.6%
農業集落排水事業 8 億 3,649 2,324 2.8% 4,396 5.3% 1 億 5,013 17.9%
公共用地先行取得事業 9,925 0 0.0% 9,923 100.0% 9,923 100.0%
霊園事業 3,655 511 14.0% 143 3.9% 582 15.9%
介護保険 45 億 2,846 6 億 7,363 14.9% 7 億 7,428 17.1% 8 億    919 17.9%
介護サービス事業 2 億 2,888 2,661 11.6% 5,380 23.5% 2 億 1,101 92.2%

水道事業 予算総額 4 月～ 6 月の
収入・支出済額

予算に
対する割合

収益的収入および支出
収入 5 億 8,458 1 億 2,669 21.7%
支出 5 億 8,458 5,487 9.4%

資本的収入および支出
収入 3 億 5,613 0 0.0%
支出 6 億 2,024 0 0.0%

市
債
と
は

　

家
計
に
た
と
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
長
期
借
入
金
と

同
じ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
道
路
の
整
備
や
学

校
の
建
設
な
ど
は
借
金
を
し
て
も
い
い
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら

れ
て
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
と
、

道
路
や
学
校
な
ど
は
、
現
在
住
ん
で
い
る
市
民
だ
け
で
な
く
、

10
年
後
・
20
年
後
の
市
民
も
利
用
す
る
の
で
、
借
金
を
計
画
的

に
返
済
す
る
こ
と
に
よ
り
世
代
間
の
税
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
で
す
。

　

平
成
20
年
６
月
30
日
現
在
の
市
債
残
高
は
約
５
０
１
億
円

で
、
昨
年
よ
り
約
43
億
円
減
っ
て
い
ま
す
。

財
産
と
は

　

家
計
に
た
と
え
る
と
、
貯
金
や
持
ち
家
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯

金
の
こ
と
で
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
は
、
市
役

所
庁
舎
・
小
中
学
校
・
公
民
館
な
ど
で
す
。

平
成
20
年
度 

予
算
執
行
状
況

土地 200 万 7,295.75 平方㍍
建物 27 万 9,661.16 平方㍍
基金 60 億 6,617 万円
有価証券・出資金など 2 億 7,167 万円

会計名 金額
一般会計 244 億 4,676 万円
下水道事業 195 億 5,734 万円
農業集落排水事業 28 億 7,892 万円
石岡駅東土地区画整理事業 1 億 6,703 万円
霊園事業 4,030 万円
水道事業 30 億    754 万円
合計 500 億 9,789 万円

＊市民一人当たりの資産
有価証券他 基金 建物 土地

3,317 円 7 万 4,074 円 3.41 平方㍍ 24.51 平方㍍
2,934 円 7 万 4,562 円 3.39 平方㍍ 24.34 平方㍍

＊市民一人当たりの負債
　　市債

61 万 1,748 円
65 万 9,893 円

市
債
（
６
月
30
日
現
在
）
市
が
借
り
て
い
る
お
金

財
産
（
６
月
30
日
現
在
）
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

下段は、H19.6.30 現在

下段は、H19.6.30 現在

＊ 

市
民
一
人
当
た
り
の
数
値
は
、
石
岡
市
の
人

口
８
万
１
８
９
３
人（
平
成
20
年
６
月
30
日
現
在
）

で
算
出
し
て
い
ま
す
。

（単位：万円）

財政事情書

３　広報いしおか　№７０



※
本
人
が
、
施
設
を
見
学
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
在
宅
で
の
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

・
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
世
帯

で
、
体
調
不
良
に
よ
り
一
時
的
に
日

常
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
方

◇
注
意
事
項

　

希
望
す
る
施
設
に
相
談
の
う
え
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、在
宅
高
齢
者
を
対
象
に
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
事
業
の
詳
細
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 

市
民

窓
口
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
な
い
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
在
宅
の
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

◇
対
象
者

　

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
世
帯
の

方◇
利
用
回
数

　

１
週
間
あ
た
り　

２
回

　
　
　
　
　
　
（
１
回
２
時
間
ま
で
）

◇
利
用
料
金

　

１
時
間
あ
た
り　

２
０
８
円

◇
注
意
事
項

※
申
請
書
を
受
け
て
か
ら
、
訪
問
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
利
用
開
始
ま

で
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

◇
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る

方

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
、
外
出
や
、
軽
度
な
家
事
の

援
助
を
行
い
ま
す
。

軽
度
生
活

援
助
事
業

　

施
設
に
通
い
、
趣
味
活
動
・

入
浴
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
心
身
の
健

康
を
保
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
通
所
型
介
護

　

    

予
防
事
業
）

施　

設　

名

料
金
は
昼
食
費
込
み
で
す

料金／日

石
岡
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
砂
１
０
５
２
７
︲
６

　
　
　
　
　

☎
２
７
・
５
５
０
１

１, ０００円

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
さ
と

　
　
　
　

小
倉
４
４
２
︲
１

　
　
　
　
　

☎
４
３
・
０
８
１
１

談
話
館

　
　
　
　

部
原
７
８
４
︲
１

　
　
　
　
　

☎
３
６
・
６
６
１
１

サ
ン
グ
リ
ー
ン
や
さ
と

　
　
　
　

小
倉
４
４
３
︲
１

　
　
　
　
　

☎
４
３
・
３
１
２
０

２, ０００円

八
郷
プ
ロ
バ
ン
ス

　
　
　
　

瓦
谷
７
６
６
︲
２
８

　
　
　
　
　

☎
４
４
・
３
２
１
３

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に

短
期
間
宿
泊
し
、
日
常
生
活
に

つ
い
て
の
指
導
・
支
援
が
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

（
高
齢
者
等
生
活

管
理
指
導
短
期

宿
泊
事
業
）

施　

設　

名

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）

料
金
は
送
迎
バ
ス
・
食
費
・
居
住
費
で
す

日数
料金

の
ぞ
み

　
　

大
砂
１
０
５
２
７
︲
６

　
　
　
　

☎
２
７
・
５
５
０
１

原則として年間 20 日まで
657 円／日

明
翠
苑

　

半
ノ
木
１
１
４
８
１
︲
１

　
　
　
　

☎
２
３
・
９
６
２
０

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
石
岡

　
　
　

三
村
６
２
８
６
︲
１

　
　
　
　

☎
４
４
・
３
２
１
３

ゆ
う
ゆ
う

　

大
砂
１
０
５
２
８
︲
１
４

　
　
　
　

☎
２
４
・
１
６
１
１

や
さ
と

　
　
　

小
倉
４
４
２
︲
１　

　
　
　
　

☎
４
３
・
０
８
１
１

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
が

利
用
で
き
ま
す

在
宅
高
齢
者
支
援
事
業

◇
利
用
で
き
る
施
設
と
料
金

デイサービス

◇
対
象
者

　

日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

◇
注
意
事
項

　

申
請
書
・
健
康
診
断
書
（
各
施
設

の
様
式
使
用
）
を
施
設
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
施
設
と
料
金

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

広報いしおか　№７０　４



　

安
否
確
認
を
か
ね
て
、
昼
食

時
に
お
弁
当
を
配
達
し
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
配
達

す
る
業
者
が
違
い
、
現
在
、
９

業
者
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
減
塩
・
糖
尿
病
・
き
ざ
み

食
等
の
特
別
食
に
も
対
応
可
能

で
す
。

配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業

介
護
保
険
の
認
定
の
有
無
に
関
係
な
く
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
在
宅
の
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

◇
対
象
者

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
世
帯

で
、
心
身
の
障
害
な
ど
で
自
ら
調
理

す
る
こ
と
が
困
難
な
方

◇
利
用
料
金

　

１
食
あ
た
り　

２
５
０
円

◇
注
意
事
項

　

介
護
保
険
の
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、
申
請
後
、
訪
問
調
査
を
行
い

決
定
し
ま
す
。
愛
の
定
期
便
事
業
と

の
同
時
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

２
年
に
１
回
、
老
人
福
祉

車
購
入
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
補
助
限
度
額
は
、

５
０
０
０
円
で
す
。

老
人
福
祉
車

(

シ
ル
バ
ー
カ
ー)

   

購
入
費
助
成
金

◇
対
象
者

　

歩
行
の
際
、
常
に
つ
え
な
ど
を
必

要
と
す
る
方

◇
注
意
事
項

　

印
鑑
・
領
収
書
・
振
込
先
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
。

　

安
否
確
認
を
か
ね
て
、
乳
飲

料
を
配
達
し
ま
す
。
配
達
は
、

週
２
回
で
１
回
あ
た
り
２
本
で

す
。

愛
の
定
期
便
事
業

◇
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
で
病
弱
な
方

介
護
保
険
の
要
介
護
度
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ド

な
ど
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人

等
紙
お
む
つ
購

入
助
成
事
業

◇
対
象
者

　

在
宅
で
生
活
し
、
要
介
護
度
１
以

上
で
非
課
税
世
帯
の
方

◇
注
意
事
項

　

対
象
商
品
の
レ
シ
ー
ト
ま
た
は
購

入
品
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収
書

　

コ
コ
セ
コ
ム（
セ
コ
ム（
株
））

の
位
置
情
報
端
末
機
の
基
本
料

金
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
家

族
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

◇
対
象
者

　

徘
徊
高
齢
者
を
介
護
し
、
保
護
で

き
る
方

◇
注
意
事
項

　

世
帯
の
課
税
状
況
で
、
自
己
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

※
端
末
機
を
携
帯
し
て
い
な
い
と
位

置
の
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
。
高
齢
者

の
方
の
状
況
と
、
家
族
の
介
護
体
制

も
あ
わ
せ
て
ご
検
討
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

と
印
鑑
、
振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
四
半
期
ご
と
で
一
か
月
あ

た
り
３
２
０
０
円
を
上
限
に
補
助
し

ま
す
。

　

電
話
機
に
緊
急
通
報
装
置
を

取
り
付
け
、
緊
急
時
に
ボ
タ
ン

一
つ
で
消
防
署
に
連
絡
が
で

き
、
す
ぐ
に
救
急
車
の
出
動
態

勢
を
と
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
貸
与
事

業
◇
対
象
者

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
病
弱
な
高
齢

者
世
帯

◇
利
用
料
金

　

通
報
装
置
を
設
置
す
る
際
、
生
計

中
心
者
の
所
得
税
額
に
よ
り
自
己
負

担
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 緊急通報装置

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
３
）

　

八
郷
総
合
支
所

　
　
　

市
民
窓
口
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
３
２
）　

在宅高齢者支援事業

５　広報いしおか　№７０



　

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
し
、
災
害

時
の
避
難
体
制
を
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
、基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
よ
り
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
・
土
砂
災
害
の

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
）
と
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
・
建
物
に
損
壊
が

生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が
生
ず

る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
）
を
指
定
し

ま
す
。

　

指
定
区
域
内
の
建
築
物
や
特
定
の

開
発
行
為
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
調

査
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
県
は
、
調
査
の
対
象
区
域
の

方
々
に
お
知
ら
せ
し
、
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

あ
る
日
突
然
、
近
く
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
、
連
絡
手
段
が
絶
た
れ

た
場
合
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
決
め

て
い
ま
す
か
。
災
害
は
い
つ
襲
っ
て

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
何
を
優
先
さ
せ
避
難
す
る
こ
と

が
大
切
か
、
荷
物
は
何
が
必
要
か
、

ど
こ
か
ら
逃
げ
た
ら
安
全
か
な
ど
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、

突
然
発
生
す
る
地
震
と
、
あ
る
程
度

準
備
時
間
が
あ
る
台
風
な
ど
で
は
、

避
難
の
方
法
も
変
わ
る
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

地
区
公
民
館
や
小
学
校
の
防
災
倉

庫
に
は
、
水
や
お
湯
だ
け
で
食
べ
ら

れ
る
ア
ル
フ
ァ
米
（
五
目
ご
は
ん
、

山
菜
お
こ
わ
）
の
ほ
か
、
う
ど
ん
や

ラ
ー
メ
ン
、
缶
入
り
パ
ン
を
合
計
約

１
万
食
分
保
管
し
て
い
ま
す
。
千
人

の
被
災
に
対
し
て
お
よ
そ
３
日
分
の

非
常
食
に
相
当
し
ま
す
。

　

飲
料
水
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
耐

震
性
貯
水
槽
ま
た
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
耐
震
性
貯

水
槽
は
、
９
基
で
４
６
０
ト
ン
の
水

を
蓄
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
日

一
人
当
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
、

５
万
１
０
０
０
人
に
３
日
間
提
供
で

き
る
量
で
す
。

　

９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
（
大

正
12
年
９
月
１
日
午
前
11
時
58
分
発

生
）が
あ
っ
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
、

「
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
」
と
の
注
意
を
促
す
た
め
、
昭
和

35
年
に
「
防
災
の
日
」
と
し
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
日
」
を
中
心
と
し
た
「
防

災
週
間
」
を
機
に
、
市
民
が
、
台
風
、

9月1日
防災の日

豪
雨
、
洪
水
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
行
政
、
事
業
所
、
市
民
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
、
自
治
会
・
町
内
会
な

ど
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
災
害
に
対

す
る
備
え
を
充
実
さ
せ
、
災
害
の
未

然
防
止
と
被
害
の
軽
減
へ
の
取
り
組

み
を
、
い
ま
一
度
再
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

８月30日～９月５日
防災週間

家
族
で
非
常
時
の
こ
と
を

話
し
合
お
う
！

非
常
時
の
食
糧
、
飲
料
水
、

資
機
材
を
保
管

自
主
防
災
組
織
を

結
成
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
、
救
出
さ
れ
た
方
の
約

８
割
は
近
所
の
人
た
ち
の
手
で
救
出

さ
れ
ま
し
た
。地
域
に
暮
ら
す
人
や
、

地
勢
な
ど
の
情
報
を
一
番
把
握
し
て

い
る
住
民
自
身
に
よ
る
「
自
主
防
災

組
織
」
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
お

り
、
市
内
で
は
、
１
０
８
の
「
自
主

防
災
組
織
」が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た

め
、区
、町
内
会
単
位
な
ど
で
の
「
自

主
防
災
組
織
」
の
結
成
や
活
動
の
活

性
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
に
よ
る
「
自
主
防
災
組
織
」
へ
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
防
止
の

基
礎
調
査
を
実
施

問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

総
務
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
５
）

石
岡
市
総
合
防
災
訓
練

11
月
30
日
（
日
）

場
所
：
八
郷
総
合
支
所

茨
城
県

平
成
20
年
度

広報いしおか　№７０　６

地
域
の
連
携
で
防
災
力
強
化



◎下水道の役割◎
■川や湖をきれいにします
　家庭から出る汚水が、直接川や湖に
流れ込むことがなくなり、魚が住める
きれいな川や湖を取り戻せます。

■さわやかで快適な生活環境をつくり
ます
　水洗トイレが使用でき、くみ取り便
所の悪臭がなくなり、衛生的で快適な
生活が送れます。

■道路の側溝などがきれいになります
　生活雑排水が汚水処理場で処理さ
れ、蚊、ハエの発生や悪臭を防ぎ、清
潔で美しいまちをつくります。

　

水
は
地
球
上
に
約
14
億
㎦
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
海

水
が
97
％
、
残
り
３
％
が
淡
水
で
、

こ
の
う
ち
70
％
が
南
極
や
北
極
の

氷
と
雪
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が
生

活
に
利
用
で
き
る
水
は
、
地
球
上

に
あ
る
水
の
わ
ず
か
０
・
８
％
程
度

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
を
大
切
に
使
う
た

め
「
下
水
道
」
は
大
切
な
役
目
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
早
め
の
接
続
を

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
生
活
雑
排
水

を
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
の
方
は
、
下
水
道
の
目
的
を

十
分
に
理
解
し
、一
日
も
早
い
接
続
・

排
水
設
備
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
正
し
く
使
っ
て
ま
す
か
？

　

下
水
道
は
、
正
し
く
使
用
し
て
は

じ
め
て
私
た
ち
の
生
活
に
役
立
つ
も

の
と
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
や
油
を
流
さ
な
い
。

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
、

使
用
し
な
い
。

・
下
水
道
管
に
危
険
物
を
流
さ
な
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

下
水
道
課
（
石
岡
地
区
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
）

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課（
八
郷
地
区
）

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
０
）

水 環 境 を

守

る

～９月10日は下水道の日～

青
少
年
を
深
夜
に
外
出
さ
せ
る
行
為
は

制
限
さ
れ
て
い
ま
す

　

茨
城
県
で
は
、
す
べ
て
の
県
民
が

青
少
年
に
深
い
愛
情
と
理
解
を
持
ち
、

立
派
な
社
会
人
と
し
て
育
つ
よ
う
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
茨
城

県
青
少
年
の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
条
例
中
、

青
少
年
の
深
夜
の
外
出
に
つ
い
て
も

制
限
を
し
て
お
り
、
違
反
す
る
と

30
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

◆
「
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境

条
例
」に
お
け
る
深
夜
外
出
制
限（
第

20
条
・
第
20
条
の
２
）
の
概
要    

◆

・
保
護
者
は
、
深
夜
に
青
少
年
を
外

出
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

・
誰
で
も
、
正
当
な
理
由
な
し
に
保

護
者
の
承
認
を
受
け
ず
に
青
少
年
を

深
夜
に
連
れ
出
し
て
は
い
け
な
い
。

・
深
夜
営
業
を
し
て
い
る
人
は
、
深

夜
に
青
少
年
を
見
か
け
た
ら
、
帰
宅

を
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
ま
ん
が
喫

茶
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど

を
営
業
し
て
い
る
人
は
、
深
夜
に
青

少
年
を
入
店
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
、
店
に
「
青
少
年
の
深
夜
入
店

禁
止
」
の
掲
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

※
青
少
年
と
は
、
小
学
校
入
学
か
ら

18
歳
未
満
の
者

※
深
夜
と
は
、
午
後
11
時
か
ら
翌
日

の
午
前
４
時
ま
で

　　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
青
少
年

の
非
行
や
犯
罪
防
止
の
た
め
に
「
石

岡
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会
」
を
設

置
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
月
５
回
の
定
期
街

頭
指
導
や
月
１
回
の
早
朝
街
頭
指

導
、
偶
数
月
に
実
施
す
る
一
斉
街
頭

指
導
、
８
月
の
街
頭
指
導
時
に
実
施

す
る
日
没
街
頭
指
導
、
祭
礼
巡
回
指

導
な
ど
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
４
）

◆◇◆

◆◇◆
▲青少年相談員による街頭指導

７　広報いしおか　№７０



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

▲ 三村小学校で子どもたちと交流する留学生

▲左から梅谷さん、小野山さん、戸田さん、沼尻さん、富永さん

フ
ラ
ン
ス
の
留
学
生

石
岡
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル

の
学
生
８
人
が
、
６
月
29
日
か
ら
７

月
20
日
ま
で
の
約
３
週
間
、
日
本
の

言
葉
や
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
石
岡
市

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
際
交
流
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ハ
ー
ツ
（
武
井
純
子
会
長
）」
が

主
催
す
る
も
の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
探
し
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
べ

て
に
お
い
て
留
学
生
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
語
セ
ミ
ナ
ー
は
、
小
美
玉

市
を
中
心
に
日
本

語
を
教
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
サ
バ
イ

デ
ィ
（
岡
村
治
美

代
表
）
の
協
力
を

得
て
行
い
、
そ
の

合
間
に
市
長
を
表

敬
訪
問
し
た
り
、

三
村
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒

に
プ
ー
ル
に
入
る

な
ど
、
楽
し
く
活

動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
書
道
や
茶

道
、
浴
衣
の
着
付

け
、
吹
き
矢
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
日
本

文
化
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

プ
ー
ル
で
小
学
１
～
２
年

生
を
担
当
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

の
ケ
ヴ
ィ
ン
さ
ん
は
、「
三
村

小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
次
に

自
分
が
す
る
こ
と
が
ち
ゃ
ん

と
分
か
っ
て
い
て
、
き
ち
ん

と
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
こ
の
年
代
の
子
ど

も
は
、も
っ
と
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

で
、
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
子

が
多
い
。
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
規
律
正
し
さ
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
全
国

大
会
で
団
体
優
勝

　

６
月
８
日
、
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス

ポ
ー
ツ
文
化
館
（
東
京
都
江
東
区
）

で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
全
国
大
会
に
、
79
チ
ー
ム
３
９
５

人
が
参
加
し
、
そ
の
中
で
石
岡
支
部

チ
ー
ム
（
菊
池
節
夫
支
部
長
）
が
見

事
団
体
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
は
小
野
山
さ
ん
、
富

永
さ
ん
、
梅
谷
さ
ん
、
戸
田
さ
ん
、

沼
尻
さ
ん
の
選
手
５
人
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
熊
本
チ
ー
ム
と
の
同
点
決

勝
に
勝
っ
て
の
優
勝
で
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
内
径
13
㍉
、

長
さ
１
・
２
㍍
の
筒
状
の
棒
内
に
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
製
の
矢
を
入
れ
、

５
㍍
ま
た
は
10
㍍
先
の
的
を
目
掛
け

矢
を
吹
く
競
技
で
す
。

　

優
勝
し
た
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
沼

尻
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
は
毎
日
60
本

吹
矢
を
吹
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

優
勝
で
き
た
の
は
、
普
段
の
練
習
の

成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
20
日
に
は
、
茨
城
県
大
会
が

石
岡
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
啓
発
活
動
を
実
施

　
「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ

う
立
ち
直
り
」
を
統
一
標
語
に
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
、
７
月
の
強
調
月
間
に
合
わ

せ
、
全
国
各
地
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
石
岡
市

実
施
委
員
会
で
も
、
石
岡
駅
前
や

夏
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
、
約

１
６
０
人
が
啓
発
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
方
は
、
一
人
ひ

と
り
に
う
ち
わ
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
手
渡
し

な
が
ら
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し

よ
う
」「
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人

た
ち
の
立
ち
直
り
を
助
け
よ
う
」
な

ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲石岡駅前での街頭活動
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▲柿岡中で生徒と一緒に反射板をとりつける「自転車マナー指導隊」

▲ 八郷総合支所１階特設ギャラリーにて

▲「座頭市」や「武蔵」のロケ地となった市内龍明の長楽寺を見学

▲七夕飾りで飾られた駅前通り

石
岡
市
芸
術
祭
企
画
展

絵
画
・
書
83
点
が
展
示

　

７
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
、
企
画

展
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
第

12
回
石
岡
市
芸
術
祭
企
画
展
in
や

さ
と
」
が
八
郷
総
合
支
所
１
階
特
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
石
岡
市
出
身

の
綿
引
佐
登
さ
ん
の
絵
画
19
点
と
、

日
立
市
出
身
の
野
沢
半
仙
さ
ん
の
書

64
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
、
市
内
外
か
ら

７
３
６
人
の
方
が
会
場
を
訪
れ
、
二

人
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。　

ロ
ケ
地
巡
り
講
座
で
県
内

の
古
寺
社
な
ど
を
見
学

東
地
区
公
民
館

　

東
地
区
公
民
館
で
は
、
前
期
の

公
民
館
講
座
の
一
つ
と
し
て
「
い

ば
ら
き
ロ
ケ
地
巡
り
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
35
人
の
募
集
に
対
し
、

１
１
７
人
の
希
望
者
が
集
ま
る
ほ
ど

の
人
気
講
座
と
な
り
、
５
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
全
４
回
の
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

石
岡
市
内
と
県
南
地
区
、
県
央
地

区
の
ロ
ケ
地
（
茨
城
県
庁
、
つ
く

ば
国
際
会
議
場
、
染
谷
の
佐
志
能
神

社
な
ど
）
を
巡
り
、
写
真
な
ど
で
県

や
市
の
担
当
職
員
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
実
際
に
見
学
し
ま
し
た
。
受
講

生
の
な
か
に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
し

た
り
、
家
族
が
出
演
す
る
な
ど
関
係

者
が
お
り
、
写
真
の
提
供
や
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
講
座
が
ま
す
ま
す

楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
受
講
者
は
、「
自
分
の
住
ん

　

７
月
27
日
、
石
岡

駅
前
通
り
で
開
催
さ

れ
た
七
夕
ま
つ
り

に
、
２
万
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
に

な
っ
た
通
り
は
、
市

内
の
小
学
生
が
願
い

七
夕
ま
つ
り
に

２
万
人
の
人
出

を
書
い
た
短
冊
や
七
夕
飾
り
な
ど
で

華
や
か
に
飾
ら
れ
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
歌
や
踊
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

七
夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
や
抽
選
会
、

消
防
の
綱
渡
り
体
験
、
路
上
落
書
き

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
に
訪
れ
た
浴
衣
姿
の
家
族

連
れ
や
、
屋
台
を
の
ぞ
く
子
ど
も
た

ち
は
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

「
自
転
車
マ
ナ
ー
指
導
隊
」

が
柿
中
で
啓
発
活
動
！

　

７
月
16
日
、
自
転
車
マ
ナ
ー
指
導

で
い
る
街
で
こ
ん
な

に
多
く
の
ロ
ケ
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を

今
ま
で
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
講
座
の
お

か
げ
で
、
街
を
再
発

見
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

隊
が
柿
岡
中
学
校
で
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
自
転
車
マ
ナ
ー
指
導
隊
」

は
、
６
月
１
日
の
自
転
車
の
通

行
等
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
見
直

し
に
よ
り
、
県
内
の
各
警
察
署

管
内
の
地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
隊
は
、
チ
ラ
シ
や
反
射

リ
ス
ト
バ
ン
ド
、
自
転
車
用
反

射
板
を
代
表
者
に
手
渡
し
た

後
、
実
際
に
自
転
車
に
反
射
板

を
取
り
付
け
る
な
ど
し
な
が

ら
、
生
徒
た
ち
に
自
転
車
の
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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前
号
に
引
き
続
き
、
11
月
８
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
民
俗
芸
能
の

祭
典
「
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
案
内
と
市
内
出
演
団
体
を
紹
介
し

ま
す
。

民
俗
芸
能
の
祭
典

「
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

︿ 

市
内
出
演
団
体
の
紹
介 

﹀

【
土
橋
獅
子
舞
保
存
会
】

　

茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

常
陸
国
総
社
宮
大
祭
で
神
輿
の
露

払
い
を
務
め
る
大
獅
子
。
石
岡
の
お

ま
つ
り
特
有
の
小
屋
を
付
け
た
幌
獅

　

民
俗
芸
能
の
祭
典
「
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
今
回
紹
介
す

る
当
市
に
伝
わ
る
獅
子
舞
の
ほ
か
、

前
号
ま
で
に
紹
介
し
た
県
外
か
ら
の

５
団
体
と
特
別
出
演
の
「
韓
国
芸
術

総
合
学
校
伝
統
芸
術
院
」
を
迎
え
、

地
方
の
風
土
に
伝
承
さ
れ
た
特
色
あ

る
獅
子
舞
と
韓
国
に
伝
わ
る
華
麗
な

民
俗
舞
踊
の
共
演
が
見
ど
こ
ろ
と
な

り
ま
す
。

【
富
田
町
さ
さ
ら
囃
子
保
存
会
】

　

茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

常
陸
国
総
社
宮
大
祭
で
露
払
い
の

先
頭
に
立
つ
獅
子
舞
。
茨
城
県
の
み

に
見
ら
れ
る
「
棒
さ
さ
ら
」
の
ひ
と

つ
で
、
七
度
半
の
迎
え
を
受
け
て
出

る
ほ
ど
格
式
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
】

　

茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

常
陸
国
総
社
宮
大
祭
に
奉
納
さ
れ

る
お
囃
子
。
仁み
ん
ば羽

・
四し

ち
ょ
う
め

丁
目
・
新し

ん
ば馬

な
ど
の
曲
目
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
合

わ
せ
て
、
ひ
ょ
っ
と
こ
・
お
か
め
・

き
つ
ね
の
踊
り
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
茨
城
県
主
催
に
よ

る
「
第
32
回 

茨
城
県
郷
土
民
俗

芸
能
の
集
い
」
も
共
同
開
催
さ

れ
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

小お
ば
り
ま
つ
し
た
り
ゅ
う
つ
な
び

張
松
下
流
綱
火
な
ど
、
本
県
の
代

表
的
な
民
俗
芸
能
も
併
せ
て
堪
能
で

き
る
盛
り
だ
く
さ
ん
な
祭
典
に
な
り

ま
す
。

【
郷
土
民
俗
芸
能
の
集
い
出
演
団
体
】

・
あ
ん
ば
囃
子
（
稲
敷
市
）

・
上か
み
や
ま
か
わ

山
川
諏
訪
神
社
太だ

い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
市
）

・
日
立
風
ふ
う
り
ゅ
う
も
の

流
物
お
囃
子    （
日
立
市
）

・
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
茨
城
市
）

・
小
張
松
下
流
綱
火

　
　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

●
会
場　

石
岡
市
石
岡
運
動
公
園

●
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

※
駐
車
場
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲土橋獅子舞

【
館た

て

獅
子
保
存
会
】

　

石
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

柿
岡
の
八
坂
神
社
祭
礼
で
露
払
い

の
先
頭
を
務
め
る
大
獅
子
。
長
い
ひ
げ

が
付
い
た
獅
子
頭
と
５
メ
ー
ト
ル
程

の
竹
で
編
ん
だ
胴
体
を
担
い
で
練
り

歩
く
姿
は
、
威
厳
に
満
ち
て
い
ま
す
。

【
荒
宿
さ
さ
ら
保
存
会
】

　

石
岡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

柿
岡
の
八
坂
神
社
祭
礼
で
神
輿
の

露
払
い
を
務
め
る
獅
子
舞
。
富
田
町

の
さ
さ
ら
同
様
、
茨
城
県
の
み
に

見
ら
れ
る
「
棒
さ
さ
ら
」
の
ひ
と
つ

で
、
底
無
し
屋
台
の
中
で
演
じ
ら
れ

ま
す
。

【
排は
い
か禍
ば
や
し
保
存
会
】

　

茨
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

　

片
野
の
八
幡
神
社
祭
礼
に
奉
納
さ

れ
る
お
囃
子
。
禍

わ
ざ
わ
いを
排
し
て
繁
栄
を

願
う
意
か
ら
排
禍
ば
や
し
と
呼
ば
れ
、

獅
子
舞
・
お
か
め
・
き
つ
ね
・
ひ
ょ
っ

と
こ
の
踊
り
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

子
は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
く
、
囃
子

に
合
わ
せ
舞
う
姿
は
勇
壮
で
す
。

■
国
民
文
化
祭
の

　
　
　

問
い
合
わ
せ
は

　

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
３
）

▼石岡囃子

▲富田町ささら囃子

▼館獅子

▲荒宿ささら

▼片野排禍ばやし
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◆
動
物
愛
護
月
間
は
、

広
く
県
民
に
、
動
物

の
愛
護
と
正
し
い
飼

い
方
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
月
間
で
す
。

・
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
習
性
を
よ

く
理
解
し
、
終
生
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う

・
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
豊

か
な
環
境
作
り
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う

・ 

動
物
を
み
だ
り
に
虐
待
し
、
ま
た

は
遺
棄
し
た
者
は
罰
金
（
50
万
円
以

下
）
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
命
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
！

◆
大
好
き
い
ば
ら
き

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８

日
時　

９
月
20
日
（
土
）
10
時
～

会
場　

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
広
場

内
容　

・
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

・
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

・
犬
猫
な
ん
で
も
相
談

・
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

問
い
合
わ
せ

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
・
７
２
・
１
２
０
０

がんばってま～す　㉝

◆
非
行
を
な
く
す
た
め
子
育
て

　

支
援
を
し
て
い
ま
す

　

私
た
ち
の
会
は
、
県
の
更
生
保
護

女
性
連
盟
の
も
と
に
、
昭
和
44
年
３

月
に
石
岡
市
更
生
保
護
女
性
の
会
（
旧

更
生
保
護
婦
人
会
）
と
し
て
設
立
し

ま
し
た
。
非
行
や
犯
罪
を
な
く
し
、

◆ いしおか更生保護女性の会 ◆

▲子育て支援活動（石岡保健センターにて）

◆
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
を

　

つ
く
り
た
い
！

　

今
月
は
、
犯
罪
や
非
行
の
再
犯
防

止
や
子
育
て
支
援
な
ど
更
生
保
護
活

動
を
し
て
い
る
「
い
し
お
か
更
生
保

護
女
性
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
親
子
料

理
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
後
、
会
長

の
森
田
裕
子
さ
ん
と
会
員
の
方
に
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

◆
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

　

活
動
で
す

県民文化センター前にて

過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
援
す

る
た
め
に
結
成
さ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、

現
在
、
73
人
の
会
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、

月
一
回
の
定
例
会
、

非
行
防
止
の
た
め
の

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
、
薬
物
を
撲
滅

す
る
た
め
の
活
動
、

矯
正
施
設
で
の
奉
仕

作
業
、
子
育
て
支
援

活
動
な
ど
で
す
。

　

最
近
は
「
非
行
が
、

乳
幼
児
期
の
子
ど
も

の
情
操
教
育
に
原
因

が
あ
る
の
で
は
…
…
」

と
い
う
考
え
か
ら
、

子
育
て
中
の
母
親
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
、
子

育
て
支
援
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
こ
の
会
に
入
っ
た
の

は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
。

　

活
動
を
始
め
て
み
る
と
、

・
い
や
い
や
始
め
た
が
、
や
っ
て
い
く

う
ち
に
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
活

動
で
あ
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

・
ふ
だ
ん
の
生
活
と
は
全
く
違
う
世

界
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
活
動
を
続

け
る
こ
と
で
、
感
動
し
た
り
、
学
ん

だ
り
、
反
省
し
た
り
し
た

・
自
分
の
孫
た
ち
が
、
住
ん
で
い
る

地
域
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
を
、
自
分
の
住
む
地
域
の

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
集
え
る
場
所
、
子
ど
も
た
ち

が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
場
所
、
そ

ん
な
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
を
作
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
永
く
、
こ
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
貢
献
し
た
く
て
活
動

し
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
か
わ
い
い

・
仲
間
と
活
動
す
る
こ
と
が
、
と
て

も
楽
し
い

な
ど
、
会
員
お
の
お
の
が
活
動
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

・
知
人
に
誘
わ
れ
た
の
で

・
健
康
な
う
ち
に
、
少
し
で
も
社
会

に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て

・
息
子
が
少
年
院
に
勤
務
し
て
お
り
、

勤
務
地
の
更
生
保
護
の
方
に
世
話
に

な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
自
分

も
地
元
の
会
に
加
入
し
て
、
恩
返
し

を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で

・
前
か
ら
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
知

人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で

　

活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
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